
■参加した動機

私は、理学療法士として福祉機器の開発事業に係るほか、医療機器ベン
チャーでの勤務経験があります。その経験の中で、ニーズの重要性やエンジニ
アなどの異業種の方との協働が非常に重要だと考えると同時にその課題にも直
面していました。そんな時に、東北大学の出江先生にバイオデザインをご紹介
いただき興味を持ったのが始まりです。これまでに、いくつかのセミナーに参
加しましたが、本プログラムでは、バイオデザインプロセスを一体的に学べる
ことと、特に、ニーズの探索のために現場観察へ行けるプログラムが非常に魅
力的でした。将来的には、東京都において医療機器ベンチャーでの勤務や起業
を目指しており参加することに致しました。
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MI D4 ファイナルプレゼン

⼈⼯股関節置換術（ THA） 後の患者は、
⽇常⽣活の中での

脱⾅リスクを知りたいと思っています。


